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路線バス利用者増加・観光振興・環境負荷低減に向けた

十勝バスの多様な取り組み



乗合バス
（ １０８両）

ハイヤー（５台） 福祉ハイヤー（1台） 介護事業

貸切バス
（ ２２両）

会社概要

 設 立 大正１５年

 従業員数 ２５０名

 車 両 数 １３６両

地域に支えられ９０年。そして１００年企業へ
地域の皆さまに 一生涯 利用していただける企業をめざして

学童保育事業



事業規模等

１市１８町村 中の
１市１３町村

 十勝管内１９市町村中
１４市町村をカバー

 年間営業走行キロ４８０万キロ



十勝管内のバス利用者の推移
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 （１） バスを利用しない理由の解消活動

 → 『不便』 というよりも 『不安』 だから利用できない

 → 『不安』を解消するため徹底的な周知強化

 （２） カテゴリーを絞った営業活動

 → エリアを限定した営業強化

 → 高校生 ・高齢者・ 自治体職員に限定した営業活動

 （３） 『手段提案』 ではなく 『目的提案』による営業強化

 → 路線を目的と組み合わせて企画

これまでの取り組み



これまでの取り組み

（１） バスを利用しない理由の解消活動

『不安』を解消するため徹底的な周知強化

バスの乗り方を記載したバスマップ 地元テレビ局のＣＭ



これまでの取り組み

（２） カテゴリーを絞った営業活動

エリアを限定した営業強化

路線上の施設等を記載した目的別時刻表



これまでの取り組み

（２） カテゴリーを絞った営業活動

高校生 ・高齢者・ 自治体職員に限定した営業活動

高校生 対象 高齢者 対象 自治体職員 対象



これまでの取り組み
(３) 『手段提案』 ではなく 『目的提案』による営業強化

路線を目的と組み合わせて企画商品化

日帰り路線バスパック まちなか食遊バスパック

路線を提案せずに
目的を提案する

観光交通と生活交通の
一体化により

生活交通を支える



行政と連携した取り組み

（１）ＢＤＦを使用したバス運行

①資源の有効活用

廃棄されている「てんぷら油」（家庭・店舗・事業所）を
資源として活用したい！

②環境負荷の低減

毎日運行している路線バスからの排ガスを抑制したい！

③バスの利用促進

バスと廃油を介した「地域内のエネルギー循環」を構築することで
バスに触れる機会、バスに乗る機会を増やしたい！

BDF運行にトライした理由
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 路線バス全車両内に廃食油回収BOXを設置して回収

行政と連携した取り組み

（１）ＢＤＦを使用したバス運行



12

効果：廃食油回収とバス利用促進

● CO２削減量 約50t/年

● バス利用促進・渋滞緩和（クルマ利用抑制）効果

廃油の回収に「協力した人」は「協力しなかった人」よりも
 自動車の「自動車の利用を控えよう」という気持ち」が大きい
 自分にとっても、まちにとっても「バスが必要だ」と感じている

（実際に…）
 自動車の利用傾向（頻度）が低い！
 路線バスの利用傾向（頻度）が高い！

（H19年度アンケート調査結果より）

● 廃棄物の有効活用 10万L/年

環境配慮意識 クルマ利用抑制

バス利用廃油回収協力

「環境配慮行動」と「バス利用」の
相互的な活性化に成功！

廃油回収協力の呼びかけ

バス利用の呼びかけ



２００７年から継続・・・

行政と連携した取り組み

（２）小学校や高齢者へのＭＭ活動(出前講座)



ヤマト運輸（株）との提携による客貨混載輸送

貨物積載区間 ： 足寄 → 陸別

地域の人流・物流ネットワークの効率化を図ることにより、バス事業者及び物流事業者の
収支の改善、ドライバー不足の解消及びＣＯ２削減による環境保全に向けた取り組み



十勝圏二次交通活性化推進協議会設立総会
２０１３年３月２８日開催

十勝毎日新聞
２０１３年３月２９日掲

載

タクシー事業者との連携

バスとタクシーが連携することで「２次交通の利便性向上」を図り、
幅広く（＝面的に）「移動」を担保する



★十勝の魅力ある観光地や施設と共同で旅行商品を開発し

「移動」と「魅力」をセットで発信することで多くの観光客に十勝

に来てもらい地域の活性化につなげていくことを目指す



ドライバーの確保・育成の取り組み

バスドライバーコンテスト



バス運転体験会の実施

①「自分にも運転が出来る」「運転者
になれる」というイメージ作り

②女性にも大型免許取得についての
興味をもってもらう

③若年層においては「そもそもバス運
転者になれるというイメージを持っ
ていないのではないか」

不安解消のため



ＩＣＴを利用しバスを活性化

路線バス検索ｼｽﾃﾑ「もくいく」導入

バス停検索・住所検索だけでなく地図をタップして時刻検索

iOS,Androidアプリ・WEB
多言語化対応(インバウンド向け)

地図検索
住所検索
⽬的地検索
バス停検索
復路検索
乗り⽅
周辺情報
通過バス停表⽰
運⾏情報表⽰

機能一例

出発地タップ 目的地タップ

検索



ＩＣＴを利用しバスを活性化

バスロケ導入～路線バスの不安解消～

知らない路線バスに乗るための大きな三つのハードル(不安)

バスロケ検索結果

検索結果とバスロケーション機能の連携可能

1.乗り場・乗り方がわからない
2.既に通過したのか、これから来るのかわからない
3.バスが行きたい方向に向かっているのかわからない

乗りたい系統のバスがどこまできているのか
自身が乗ったバス位置確認可能

「もくいく」と「バスロケ」で
「初めての不安」を解消し、
乗りやすい環境を提供



ＩＣＴを利用しバスを活性化
乗降カメラセンサー設置～データ収集と見える化で路線バスを改善

乗降客センサ
技研トラステム

[カメラセンサ]

[コントローラ]

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ
ｶｳﾝﾄ通信

Blue
Tooth

スマホ⾞載器

・路線データ（作成）
・位置情報（GPS）
・乗降データ記録
・データ通信

管理サーバ

・乗降実績帳票
・バスロケ（マップ）
・混雑情報

3G通信

[概要]
・乗降センサ＋スマホ⾞載器＋管理サーバによるシステム構成。
・乗降センサがバス停別での“乗り”・“降り”をカウントし、スマホ⾞載器にて記録集計。
・スマホ通信機能により、インターネット上の管理サーバにアップ。(GPS情報も含む)



十勝バス株式会社

ご清聴、ありがとうございました


